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■土石流の危険地域（松山地域）

箇所名 所在地 避難所

松山の沢1・2、

三居沢
松山千石字松山

松山B＆G海洋センター

松山体育研修センター

松山中学校

花舘の沢 松山千石字花舘

姥ケ沢 松山金谷字北橋

姥乳の沢 松山下伊場野字姥乳

■土石流の危険地域（鹿島台地域）

箇所名 所在地 避難所

長沢1、長沢2 鹿島台木間塚字長沢

鹿島台小学校三獄1、三獄2 鹿島台平渡字庄兵衛

坪下沢 鹿島台広長字坪下沢

西ノ沢
鹿島台大迫字五十七

番屋敷
旧鹿島台第二小学校

■急傾斜地の崩壊危険地域（松山地域）

箇所名 所在地 避難所

入町上、入町
下、松山、竹
之花、松山の
1・2

松山千石字松山

松山B＆G海洋センター

松山体育研修センター

松山中学校

亀山裏 松山千石字花舘

舘浦 松山千石字舘浦

茶釜台
舘浦

松山千石字茶釜台

千石 松山千石字弁慶坂

広岡台 松山千石字広岡台

次橋 松山次橋字次橋

梍沢 松山次橋字梍沢

亀井 松山金谷字亀井

金谷 松山金谷字砂子沢西

団子山 松山金谷字団子山

前ノ沢 松山金谷字前ノ沢

小台ケ崎 松山金谷字小台ケ崎

堤下 松山金谷字二ノ沢

大天場西 松山長尾字大天場西

兵庫屋敷、
丸山

松山長尾字兵庫屋敷

氷室 松山長尾字氷室

金井神、穴
の前

松山下伊場野字穴ノ前

石宮の1・2・
3・4

松山下伊場野字石宮

■急傾斜地の崩壊危険地域（三本木地域）

箇所名 所在地 避難所

花見山、天王 三本木斉田字花見山

三本木中学校

桜館の1・2 三本木斉田字桜舘

真岸 三本木斉田字真岸

安寺前 三本木坂本字安寺前

鳥屋下 三本木坂本字鳥屋下

寺下 三本木蟻ケ袋字寺下

山畑 三本木蟻ケ袋字山畑

志内田上 三本木伊賀字志内田上

愛宕 三本木伊賀字中樅木

萱刈庭 三本木桑折字萱刈庭

白坂 三本木字白坂

鹿野沢の1・2 三本木字鹿野沢

三本木の1・2 三本木字西沢

七曲 三本木桑折字七曲

桑折の2 三本木桑折字沼下

菅ノ沢 三本木桑折字菅ノ沢

桑折の1 三本木桑折字相ノ沢

多高田 三本木桑折字多高田

藤松下、藤松下
の1・4

三本木桑折字藤松下

藤松下の2・3 三本木桑折字蛇沼山

松長根 三本木秋田字松長根

西沢、前谷地、
西沢の1・2・3

三本木秋田字西沢

舘崎の1・2・
3-1・3-2・4

三本木伊場野字舘崎

岩ケ沢 三本木伊場野字岩ケ沢

舘下 三本木音無字大折坂

■急傾斜地の崩壊危険地域（鹿島台地域）

箇所名 所在地 避難所

石名坂の3 鹿島台木間塚字十二神

鹿島台小学校

石名坂の1 鹿島台木間塚字石名坂

柿ノ木平 鹿島台木間塚字柿ノ木平

前迫 鹿島台木間塚字前迫

鷹待嶽 鹿島台平渡字大沢

庄兵衛 鹿島台平渡字庄兵衛

上戸 鹿島台平渡字上戸

銭神 鹿島台平渡字西銭神

杉ヶ崎、杉ヶ

崎2
鹿島台平渡字杉ヶ崎

十二神 鹿島台大迫字五十九番屋敷

旧鹿島台第二
小学校

五十七番屋敷

の1・2・5
鹿島台大迫字五十七番屋敷

五十七番屋敷

の3・4
鹿島台大迫字五十六番屋敷

山野町 鹿島台船越字山野町 鹿島台小学校
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　高齢者や乳幼児、障がい者など、特に避難行動に時

間が必要な人は、避難行動を開始しなければならない

段階であり、それ以外の人は避難の準備をする段階で

す。大雨警報や洪水警報が発表されるなど、人的被害

の危険性が高まった状況で発令されます。

　通常の避難行動ができる人は、避難行動を開始

しなければなりません。土砂災害警戒情報や氾ら

ん警戒情報が発表され、人的被害の危険性が明ら

かに高まった状況で発令されます。

　土砂災害の前兆現象の発生や、切迫した状況から、

危険性が非常に高いと判断される状況であり、直ち

に避難行動を開始しなければなりません。

避 難 指 示（緊 急）

避 難 勧 告

避 難 準 備 ・ 高 齢 者 等 避 難 開 始

　避難とは、避難所へ移動することと思われが

ちですが、次のすべての行動をいいます。

①指定避難所・避難場所への移動

②安全な場所への移動（公園、親戚や友人の

　家など）

③近隣の高い建物などへの移動

④安全な場所での待機

避難情報を知ろう

新たに追加された土砂災害警戒区域
　市内の土砂災害警戒区域は、宮城県公式ウェブサイト

（https ://www.pref .m iyag i . j p/sosh ik i/sabomizus i/

kasyo-oosaki .html）または市ウェブサイト（http://www.

city.osaki .miyagi . jp/index.cfm/11,0,39,html）で確認で

きます。

　避難情報は、次の３つの段階があります。いざとい

うときのために、避難情報の種類を理解しましょう。
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■市ウェブサイト

http://www.city.osaki .miyagi . jp/
index.cfm/11,19237,186,html

■防災無線テレホンサービス

 0120-6
む せ ん ご よ う

00054（無料）

 ※「無線ご用」と覚えてください。

防災行政無線の放送内容

を確認できます

メール配信システムで

防災情報などを入手できます

■登録方法

以下のアドレスに空メールを送信し、画

面の指示に従って登録してください。

　   entry@www.bousai-osaki.jp
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